
２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 福島県 】 

学校名【 郡山市立宮城小学校 】 

１実践テーマ Ⅲ   

２実施対象者 

 

（学 年 ･人 数） 

対象学年：４年生（４名）、５年生（１０名）、６年生（８名） 

参加地域住民：１名（在籍児童の祖父） 

３展開の形式 （１） 学校における活動  

① 教科名（総合的な学習の時間） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４目  標  

（ねらい）  

〇パラアスリートとの交流を通して、互いの個性や立場を尊重

し、共に生きていこうとする態度を養う。 

〇ハンディを抱えながらも夢の実現に向けて努力するアスリー

トの講話を聴くことにより、自分たちも“Never give up”の

精神で何事にも粘り強く取り組もうとする意欲を高める。 

５取組内容   (1) 車いすバスケットボール体験 

 ① 簡単なルール説明 

 ② 車いすで鬼ごっこ 

 ③ シュート練習 

※ ４～６年生が２チームに分か 

れて②～③の活動に取り組む。 

 ④ 練習試合 

  ※ 補助として講師も参加。 

 ⑤ デモンストレーション 

（講師による２対２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



(2) 講話『Never give up！！』 

 〇 困難な状況を乗り越えて、パ

ラアスリートとして活躍す

る講師の方々から「夢・希望」

「不撓不屈」「挑戦」に関わる

実体験、エピソードを教えて

いただく。 

 

(3) 児童からの質問タイム 

 

(4) 活動の振り返り 

 ① 感想の交流 

③  お礼状の作成 

６主な成果   

 

〇今回は、パラアスリートとの交流を通して、障がいの有無に関

わらずに楽しめるスポーツの魅力を感じることができた。ま

た、スポーツは工夫次第で、誰でも楽しめるものになることが

分かった。 

〇パラアスリートの講話から“Never give up”の精神を感じ、 

 あきめずに努力することのすばらしさや、苦しい時には周りの

人の力をかりることなどを学ぶことができた。 

〇体験教室後、子どもたち自ら声をかけ、講師の方の車いすを片

付けたり、荷物を車まで運んだりする姿が見られた。事業を通

して、相手の立場や気持ちを考えて行動することの大切さを感

じることができた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

〇車いすバスケットボール体験をするだけでなく、“Never 

give up”につながる講話の時間を位置付けた。交流後に講

話を位置付けたことにより、子どもたちは真剣に話を聴き、

多くの質問を投げかけていた。 

〇事業開催日及び内容を保護者、地域住民にも知らせ、参観者

を募集した。 

８主な課題等  〇保護者、地域住民への参観者を募ったが、あまり参加していた

だくことができなかった。募集期間を長くすること、事業の開

催について事前に発信しておくことが必要だった。 

〇体験する児童を４～６年生に限定したことにより、十分な体験

をすることができた。一方で、パラアスリートと触れ合うこと

ができる貴重な機会なので、全校生で取り組めることも企画で

きればよかった。 

９来年度以降の

実施予定 

〇今年、子どもたちが学んだスポーツの魅力と“Never give up”

の精神を学ぶことができた。次年度は、ボッチャのルールや技

を学ぶ機会を位置付けたい。そして、学習発表会後の時間（予

定）に、児童が来校した保護者・地域の方々にボッチャのルー

ルを説明し、参加者が一体となってボッチャに取り組む、オリ・

パラタイム（仮称）を開催したい。 

 


